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月
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東
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成
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積

物

分

布
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い
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(

一

)

小

ノ

琢

治

昨
昭
利
八
年
夏
季
以
後
平
蔵
の
間
に
中
央
日
本
の
水
成
堆
積
物
に
開
す
る
踏
査
を
縛
行
し
っ
J
あ
っ
た
.
そ
の
堆

朱
は
六
p
七
両
年
に
徒
た
る
所
に
し
て
既
は
磯
表
し
た
も
の
を
支
持
し
縛
る
資
料
が
漸
加
し
､
滑
失
氷
河
を
推
想
迫
躍

す
る
手
掛
-
と
在
る
も
の
も
少
-
在
い
｡
新
た
に
試
み
た
踏
査
の
範
囲
は

一
侶
浪
北
部
千
曲
川
の
下
流
苗
場
山
北

麓

二
同
東
部
草
津
白
根
の
周
遊

三
荒
地
山
の
西
遊
等
の
諮
火
山

四
千
曲
川
上
流
の
東
側
即
ち
舶
来
山
塊
の
酉

..

蓮
の
渚
地
匿
に
し
て
､
昨
年
以
楽
浪
摸
し
て
詳
査
し
た

五
同
中
部
の
有
期
噴
坦
向
原
の
周
遊

六
番
科
山
北
蓮
七

七
八
ケ
獄
兼
速
と
共
に
我
々
の
見
地
か
ら
取
扱
は
人
と
す
る
問
題
の
中
垂
候
及
び
水
平
の
分
布
は
輔
し
て
も
亦
た
問

題
の
内
容
に
闘
し
て
も
相
皆
の
収
穫
が
あ
っ
た
｡

此
の
他
叩
斐
の
方
面
で
は
昨
年
観
た
姦
無
川
下
流
は
鎮
-

甲
府
盆
地
阿
南
隅
の
安
山
岩
迷
岩
塊
を
載
せ
た
丘
鬼
の

中
火
及
び
氷
北
日
本
の
永
成
堆
鶴
物
分
布
に
就

い
て

(

1

)



地

球

節
二
十

.1
啓

節

-
雛

二

二

延
長
は
植
野
又
次
式
の
周
鱗
在
る
踏
査
に
ょ
-
一
瞥
明
瞭
と
な
み
､
御
坂
山
脈
の
閏
北
麓
を
成
す
部
分
は
列
蝕
た
る

掻
痕
あ
る
堆
石
の
磯
風
さ
れ
た
る
は
特
筆
を
姿
す
る
｡
同
氏
の
兼
道
を
乞
以
現
出
状
態
を
新
着
す
る
筈
で
､
乗

だを

の
意
を
果
さ
ぬ
も
'
そ
の
地
形
図
上
の
位
置
か
ら
考

へ
て
甲
府
盆
地
の
商
連
に
晒
嘱
す
る
山
地
に
も
氷
河
作
用
の
行

は
れ
た
る
べ

き
は
推
知
し
琳
-
老

い
｡

又
た
之
と
闘
聯
し
て
無
税
し
難

さ
は
富
士
川
の
沿
岸
に
観
る

1
種
の
授

蝕

地

形
と
第
四
紀
堆
積
物
の
性
肇
で
あ

る
｡
凹
聖

文
之
進

･
今
井
市
郎
両
氏
の
日
幡
さ
れ
た
岩
淵
の
商
の
新
発
梅
道
街
道
切
取
ら
に
大
小
の
岩
塊
を
含

む
磯

暦
が
鰐
は
れ
､
瀧
膳

さ
れ
た
岩
魂
両
は
判
触
た
る
撒
痕
む
改
め
碍
ざ
る
も
'
或
は
上
流
の
水
成
暦
と
何
等
か
の
関
係

を
有
す
る
か
も
知
れ
ぬ
｡

t*

以
上
列
興
し
た
播
藤
の
洪
積
層
の
振
放
高
度
は
何
れ
も
仁
科
湖
盆
そ
の
他
の
前
に
取
替
し
た

朗
に此
し
て
斑
に
温

か
は
低
-
.
侶
越
闘
境
の
千
曲
川
の
沿
岸
ほ
て
許
塚

｡
笹
倉
両
氏
の
磯
見
せ
る
磯
土
層
は
海
抜
約
二
官
米
に
し
て
.

メ

飯
山
附
近
に
露
は
る
ゝ
も
の
よ
,A,
も
宵
数
十
米
降
-
'
鰍
樺
附
鑑

の

も
の
と
略
ぽ
等
し
い
乙
と
は
頗
る
注
意
す
べ
d
J

で
あ
る
｡

青
森
楳
津
軽
地
方
の
食
油
暦
調
査
に
従
事
さ
れ
空
歯
槽
(
純

一
)博
士
よ
-
'
閣
津
軽
郡
岩
崎
の
海
岸
に
面
す
る
白

榊
山
脈
の
西
側
十
二
湖
に
堆
石
が
磯
風
ru
れ
た
乙
と
を
報
ぜ
ら
れ
ね
の
は
八
月
下
旬
で
､
九
月
中
旬
仙
轟
に
岩
石
学

政
審
を
訪
払
､
標
本
地
質
固
寓
異
等
を
観
る
rJ
と
を
稗
､膏
森
師
範
撃
枚
荒
川
(
蘭
治
)
班
学
士
の
東
道
を
煩
は
L
y
r

比
の
新
教
見
地
は
向
ふ
乙
と
は
し
た
｡
此
の
地
匿
の
詳
報
は
そ
の
後
荒
川
氏
が
敬
表
さ
れ
た
通
わ
で
'
小
規
模
の
堆

石
環
の
内
部
に
磯
超
し
た
氷
河
地
形
の

一
型
と
し
て
面
白

い
も
の
で
あ
る
0



高
橋
氏
は
荷
は
八
甲
阿
山
の
西
遊
及
び
関
北
に
薦

い
ね
年
債
の
丘
食
間
を
析
開
し
た
撰
谷
が
栗
谷
を
成
し
､
そ
の

終
れ
ね
部
分
に
岩
盤
が
露
は
る
J

特
殊
の
地
形
に
注
意
さ
れ
､
時
と
し
て
そ
の
償
部
に
迷
岩
塊
の
存
在
す
る
乙
と
ゝ

結
び
付
け
て
考
ふ
れ
ば
'
此
の
地
筒
は
氷
河
作
用
の
朗
-
行
は
れ
た
る
べ

き
を
推
憩
し
縛
る
ら
し
-
な
っ
た
｡

此
の
種
瓶
の
地
豹
は
十
和
田
湖
の
西
北
か
ら
流
出
す
る
瀬
石
川
の
西
側
に
起
伏
す
る
五
官
兼
以
下
の
山
地
に
も
見

ら
れ
､
弘
前
の
基
方
金
田
村
金
屋
に
は
海
抜
約
二
常
北
の
尾
根
に
m
押
勝
軍
腰
掛
石
と
呼
ば
れ
た
長
種
約
三
光
の
安

山
岩

宜
塊
が
立
て
ら
れ
､
部
落
の
山
紳
配
の
奥
の
院
の
位
置
を
占
め
'
醐
配
は
固
谷
状
の
谷
中
に
在
っ
て
舌
状
を
成

し
た
堆
石
か
ら
成
っ
た
阪
上
に
任
し
､
そ
の
両
側
に
各

一
小
池
を
湛
え
で
ゐ
る
｡

こ
の
地
形
は
前
に
述
べ
た
津
軽
十

二
湖
の
堆
石
風
景
を
虹
は
小
規
模
に
も
iJ観
が
あ
る
｡
部
落
か
ら
紳
配
に
至
る
間
に
は
淡
褐
衣
色
の
粘
土
と
大
小
の

Û
･f･,..

岩
塊
を
含
む
磯
士
の
露
出
も
見
ら
れ
る
が
､
案
内
し
た
荒
川
謙
治
氏
は
此
の
丘
卓
の
北
側
で
瀬
石
川
は
面
す
る

六

商

J.I.･-
卒

の

姦
地
上
に
多
数
の
迷
岩
塊
の
散
布
す
る
を
磯
風
ru
れ
で
ゐ
る
｡
温
湯

｡
黒
石
雨
間
幅
(
二
寓
五
千
分

一
)
の
等
高

也

線
を
追
跡
す
る
ほ
､
鼎
石
基
方
の
瀬
石
川
両
側
の
丘
卓
は
振
放
四
五
官
光
岡
と
二
三
百
光
岡
と
の
術
卒
油
面
が
布
衣

し
､
六
筒
中
は
そ
の
後
者
に
属
す
る
FJ
と
は
明
か
で
'
金
屋
の
細
小
夜
る
氷
河
遺
跡
は
そ
の
側
所
に
急
斜
面
を
刻
む

作
用
を
働
い
た
と
考
ら
れ
る
様
で
あ
渇
｡
温
湯
を
中
心
と
し
た
此
の
地
堤
の
氷

河
作
用
は
末
だ
漁
容
に
過
ぎ
ざ
る

ち
.
八
甲
田
山
周
遊
探
究
の
手
掛
か
と
在
る
｡

-

ヅ
テ
ザ
ワ

地
形
圃
(
五
寓
分

l
五
所
川
原
､
二
番
五
千
分

一
､
五
厨
川
脱
｡粧
柳
･森
田
･
十

両

棒

等
語
間
幅
)
を
披

い
て
我
々

の
気
づ
-
の
は
岩
木
出
の
北
蓮
の
小
田
丘
の
起
伏
で
あ
る
｡
そ
の
分
布
は
海
按

一
五
〇
米
以
下
の
遊
練
は
限
ら
れ
､

エゾ

二
〇
〇
光
線
以
上
の
稽
急
斜
面
に
は
仝
-
見
え
な
S
｡

荒
川
氏
の
観
察
に
従

へ
ば
､
森
附
の
南
の
秋
ケ
舘
溜
池
の
粟

中
央
及
び
光

北
尉
本

の
永
成
堆
鈍
物
分
布
に
就

い
て

(

こ

三

三



地

-
球

'̀

第
二
十

-i
各

節

.i
舵

四

E
r

に
連
-
池
北
の
丘
は
安
山
岩
概
数
含
む
粘
土
･L･6
-
成
り
.
基
よ
0
滴
の
十
腰
内
附
鑑
の
姦
地
上
に
は
ロ
ー
ム
状
の
土

中
に
安
山
岩
の
大
塊
を

含
む
も
の
が
覗
は
れ
､
十
面
韓
よ
り
川
村
に
降
る
間
に
も
後
者
を
見
る
と

5,
ふ
O
又
た
廻
堰

大
溜
池
の
北
過
に
は
砂
及
び
粘
土
の
互
暦
の
中
間
に

一
泥
層
を
爽
み
､
藍
に
表
面
に
近
-
泥
敬
の

1i
瀞
が
露
は
れ
て

る
と

い
ふ
｡
此
の
報
骨
は
よ
れ
ば
岩
木
川
の
裾
野
の
北
蛍
は
八
ケ
獄
内
南
蓮
の
地
質
に
酷
似
し
て
ゐ
る
が
､
未
だ

‥国

士
見
騨
そ
の
他
は
見
る
接
痕
あ
る
蓮
岩
塊
の
如

き
明
瞭
在
る
氷
河
作
用
の
鐙
左
を
映
い
て
ゐ
る
｡
本
年
は
終
に
現
場

を
見
離
ふ
暇
が
な
か
っ
た
か
ら
的
確
な
る
粘
諭
は
達
し
程
覆

い
で
.
胆
に
殆
A
ど
現
梅
南
近
-
ま
で
氷
成
堆
積
物
の

地
形
の
存
在
を
推
定
す
る
ほ
止
る
｡

之
を
要
す
る
に
北
奥
で
は
水
成
堆
積
物
及
び
そ
の
形
成
す
る
丘
卓
､
約
言
す
れ
ば
堆
石
風
紫
が
現
海
面
は
近

5,檎

位
ま
で
磯
連
す
る
乙
と
は
'
我
々
の
信
濃
に
於

い
て
観
LJ
所
か
ら
推
宿
し
て
結
論
す
る
は
椿
賭
せ
粕
｡

九
月
以
後
仙
轟
岩
石
尊
敬
室
の
諮
氏
は
附
近
の
諸
方
面
は
放
け
る
堆
石
の
分
布
に
従
事
n
れ
､
就
中
高
橋

｡
荒
川

術
氏
と
共
は
十
二
湖
を
踏
査
ruれ
た
八
大
次
男
氏
は
仙
毒
の
西
南
の
秋
保
温
泉
'
陸
中
花
巻
甑
泉
の
閏
の
焼
石
獄
等

ほ
於
い
て
種
々
の
憧
痕
に
よ
-
兼
蝕
の
痕
跡
凝
な

き
安
山
岩
塊
が
顔
見
さ
れ
'
焼
石
獄
の
小
池
沼
は
水
成
々
囲
む
忠

定
し
待
べ
-
.
叉
た
北
上
川
系
の
南
部
ほ
て
旦
舟
橋

｡
八
木
両
氏
の
清
敬
な
る
探
究
は
よ
力
水
蝕
地
形
及
び
水
成
堆

積
物
が
清
々
敬
見
n
れ
､
北
上
川
河
口
の
口
和
山
の
東
側
断
昆
ほ
音
色
粘
土
及
び
泥
炭
(
埋
水
)暦
を
隔
て
た
る
二
磯

土
層
が
知
れ
､
そ
の
後
暦
の
安
山
岩
質

宜
塊
は
二
米
に
連
す
る
も
の
が
あ
る
｡

北
上
川
新
流
路
の
柳
津
以
南
は
峡
谷
の
蘭
河
床
に
沿
S
p
そ
の
南
端
の
如
き
は
両
側
の
出
が
宛
炊
…
フ
.t
ヨ
ル
ト
の
如

き
急
斜
荷
敷
成
し
､
.埋
捜
し
た
U
字
形
渓
谷
た
る
乙
と
は
殆
ん
ど
旗
を
容
れ
な

い
｡
叉
允
河
岸
の
米
谷
か
ら
東
に
向



S
志
津
川
に
迫
ず
る
街
道
の
入
谷
に
は
抜
放
あ
る
堆
石
の
鹿

富
な
る
露
頭
が
登
兄
ru
れ
､
東
北
地
方
の
永
河
作
用
が

日
本
海
岸
万
両
に
限
ら
れ
ず
し
て
､
太
平
洋
岸
に
も
存
在
す
る
を
知
っ
た
の
は
愈
心
に
堰

へ
な

い
｡

(

未
完
)

北
上
山
脈
入
谷
附
鑑
の
P

r
o
b

a
b
12

g
l
a
c

i

al

d
e
P
O
S
it
s

に
就
て

(
間

髄

節

一

版

骨
)

八

木

次

男

緒

･一1,｢
ニ
ニ
ー

本
邦
の
氷
河
問
題
は
'
明
治
三
十
五
年
(
一
九
e
,fi
)以
楽
.
撃
邪
の
狂
恋
を
惹

き
凍
つ
ね
が
'
そ
の
多
-
は
高
峻

在
る
川
番
地
昔
の
遺
跡
に
関
す
る
79
の
で
あ
っ
た
｡
然
る
に
近
年
小
川
雄
治
先
壁
に
よ
っ
て
中
央
口
本
の
溢
披
七
〇

c
j米
以
下
に
至
る
丘
陵
地
帯
に
於
け
る
永

河
現
象
が
明
か
に
せ
ら
る
ゝ
に
及
び
､
苗
に
北
日
本
に
於
で
も
､
氷
河
遺

跡
の
布
衣
の
暗
示
が
典

へ
ら
る
～
事
に
至
っ
た
｡

筆
者
は
今
夏
､
高
橋
教
授
に
従
ひ
.
同
先
蕪
の
御
指
導
は
よ
わ
荒
川
詐
治
撃
士
の
教
見
せ
ら
れ
た
る
津
軽
十
二
湖

附
近
の
氷
河
遺
跡
･,軒
!討
究
す
る
の
機
令

を

程
､
稗
教
さ
れ
る
朋
少
-
な
か
っ
た
｡
そ
の
後
､
小
川
先
塾
が
津
軽
十
二

北
上
山
脈
入
谷
附
妃
の
P
r

o
b
a
b
l
e
gl
a
c
ia
l
d
e
p
osits
に
就
て

現

五


